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０
姜
術
展
贅
會
（“
）
　

屁
よ

，
“
下
に
出
′
れ
枚
大
坂
製
の
“

懸
三
●
を
■
げ
た

，
三
の
Ｍ
に
入
れ
ば
η
“
詢
Ｌ
の
映
列
３

，
し

も
“

，
”
に
は
オ
だ
な
多
く
山
■
の
地
ぼ
ぎ
る
と
‘
繁
ず
上
の
Ｂ

に
は
金
麟

，
前
の
細
ｒ
物
山
疎
あ
う
て

，
れ
ヽ
ガ

，
メ
越
し
ふ
れ

嗜
”
世
け
“
３
か
に
し
”
た
さ
も
美
し
く
見
え
て
無
り
ヽ
さ
は
“

方
の
品
ひ
る
ス
し
Ｅ
僣
定
し
て
四
五
品
を
選
０
ば
¨
村
古
ス
術
山

品
ｍ
■
宗
‘
焼
金
四
君
子
ル
冽
手
釦
（
三
十
五
口
），
川
ル
慶
作
燒

全
”
の
前

，
効
・曖
さ
ま
赤
”
に
＾，
０
を
肛

，
中
は

一
十
二
三
分
も

●
る
く
さ
か
細
工
も
好
き

，
，
な
れ

，
債
も
ホ
■
く
金
三
十
二
回

ｔ
見
せ

，
、鰈
４
製
品
に
は
水
石
契
人
の
意
を
害
し
た
ろ
ホ
良
＾
、

手
節

，
猥
出
り
０
し
が
手
に
減
，
て

一
々
に
客
壺
し
た

，
ル
に
は

定
め
て
き
に
ヽ
巧
み
あ
る
光
物
あ
る́
ス
し
■
よ
就
き
椰
贅
利
点
山

品
挫
電
鰤
鉄
に
審
梁
の
Ｑ

，
手
“
ハ
自
の
方
に
吝
盤
を

，
２
″
，

に
し
て
■
の
方
に
如
蛛
を
″

，
た
０
ぶ
●
に
囚
み
て
■
白
こ
の
県

を
迪
み
た
ろ
な
ら
ん
が
之
を
若
”
し
て
〓
有
Ｃ
を
興
に
す
る
ハ
少

し
く
好
“
に
適
ざ
た
る
せ
匠
に
は
う
ら
ぎ
る
か
便
は
七
田
五
十
戯

大
田
点
次
郎
出
■
菊
゛
続
＋
箱
は

レ
ガ
′
入
れ
に
応
用
せ
ば
面
白

か
る
κ
く
“
レ
二
百
国
の
債
な
麺

，
あ
３
ル
、
加
凛
″
七
＝
品
牙

ル
姜
人
は
祥
一工
の
大
き
に
■
し
て
所
の
鉤
な
少
し
く
小
‘
く
な
あ

ち
ヾ
る
か
同
じ
柳
に
並
び
し
岸
村
久
太
郎
出
品
″
彫
暢
柳
観
〓
の

力
体
雅
り

，
硫
を
綱
た
る
や
う
ふ

，
、

，
■

，
ュ
投
薇
山
手
四
十

因
奮
”
夫
人
‘
―
ム
メ
氏
が
―――
陳
せ
し

，
触
¨
ｍ
●
■
の
手

，

一

ｍ
め

，
て
”
年
ｍ
會
の
０
に
も
工
の
出
品
は
ぃ
響
．を

，
た
る
が
■

の
五
品
も
著
く
精
巧
に
し
て
工
に
美
祐
ＩＩ

ｔ
は
足
等
の
煎
あ
る
人

じ
て
見
た

，
品
の
”
巧
な
ら
の
み
ひ
ら
ず
■
の
物
■
に
和
壼
の
藤

Ｏ
が
興
興
茫
　
　
薫
柘
底
”
瞑
口
町
十
二
番
拠
日
本
製
“
會
■
々

晏
品
川
心
地
岡
英
旭

一
，

日
十
四
番
地
・倒
砒
収
●
役
生
”
吉
次
“

０
薔
工
よ
う
同
胚
市
版
口
町
十
三
姿
軋

へ
引
場
烙
集
奥

，
■
●
尺

中
百
“
尺
”
岸
●
下
九
尺
以
上

一
尺
に

，
三
分
句
“
よ
経
＝
掟
皮

日
Ｔ
砿
Ｆ
婦
■
■
を
澪
ヽ
で
去
二
月
八
日
東
京
“
“
、
雌
．賦
‘

せ

し
所

一
嘔
二
Ｂ

，
岨̈
鴨
¨
抵
卿
“
候
僚
■

，
着
手
澪
成
共
壼
“
土

本
熙

＾
局
山
繊
鷲
を
可
受
●
８
指
０
相
成

，
た

，

０
山
田
の
賑
ひ
　
　
な
”
僣
せ
替
■
な
る
０
少
和
な
け
水
ろ
十
コ

皐
大
”
雷
は
ロ
ロ
．
聖
受
☆
”
古
は
セ
日
に
式
午
瀑
省
式
を

，
ａ

る
、
に

，
さ
ま
月
十
六
日
は
皇
太
”
き
、
十
八
日
は
”
■
大
“
音

０
上
”
式
に
て
回
こ
せ
■
を
“
が
な
向
め

，
て
サ
大
日
に
は
字
治

柘
の
波

，
・初
め
を
も
秀
し
同
●
審
曹
者
は

，
応
十
二
〓
フ
人
絆
‘

Ｏ
ス
ル
●
　
　
今
日
の
え
ん
口
い
日
本
嬌
西
河
洋
川
嘉
、
内
”
書

●
二

，
日
●
■
公
．
■
〓
ロ
ニ

，
日
鬼
門
際
地
豪
苺
な

，

東

京

物

償

表

日
本
運
輸
會
祗
支
店
踏
‐設
一廣
告

束

意

た

回

芝
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，

日

七

洒
コ

　

‐
…

‐

携哺
絡
拠
輛
崎
耐
漸
端
出
峨
嗜

日
本
運
輸
曾
離
横
滋
出
張
店

●
蒲
確
贅
な
の
饉
は
■
餡
“
理
店
を
以
て
Ｌ
渋̈
致
メ
霙
廊
麟
々

，

３
４
に
も
含
且
不
日
東
証
‘
収
並
も
連
お
詢
成
長
に
０
前
●
之
枷

，
出

張
‘

を
に
さ
ス

ろ

四
月

´
”

１
，

間
凛
ｔ
候
哺
他
栞

れ
磁
嗜

弱絆
帥“
蚊疏
峰嶼材艤ゆ
蟷悧跡
”枷
震“敵勧
軸山
鋤̈ｍ

下
帳
本
か
上
憐
櫛
抜
“
力
■
■
晨
告
候
七

‐
　
‐
‐
，
・
　
・
・

図
一一十
二”
■

節

日
本
運
輸
會
祗

裔

到

書

及

難

簿

０
子
供

の
有
方

　

．

■
″
丼
チ
“
オ
　
　
　
金

悲
堂
攪
覺

，―、
兄
の
・初
め
て
生
れ
た
る
●
よ

，
就
■
の
曖
超

り
育
て
力
を
■
‘

“
の
三
数
に
区
別
●
て
拉
さ
文
湾
■
易
よ
し
て
移
め
て
解
し
易
さ

，
貴
こ
せ

，
世
の
ズ
”
た
る
者
に
服

，
て
極
め
て
有
釜
あ
る
ス
し

０
術
漱
　
　
第

一
覇
　
　
　
　
芝
●
久
颯
巴
町
鑢
綺
祀
螢
行

■
‘
ゝ
匹
”
に
よ

，
，

行
し
尼
た
る
“
躙
“
報
を
■
に
改
踵
し
た
る

も
の
に
て
本
盤
に
は

，
国
渡
Ж
し
た
る
米
国

の
＝
″
ス
オ
ル
コ
ツ

ト
エ
の
背
像
を
捐
げ
た

，

０
■
２
雌
　
第

一
批
　
　
＋
込
浙
小
川
町

一
Ｔ
曰
同
厄
祀
螢
行

工
之
蛾
は
論
載
、
小
載
．
■
■
．
力
、
鳳
．
０
句
、す
■
．
薬
Ｖ

の
一牧
蝸

に
分
ち
た
る
が

，―、
砒
襴
に
な
痰
口
百
川
．
川
屁
交
４
再
氏

，
■
の

之
‘
”
本
を
取
せ
た

，

女
學
“
％
誘
百
五
十
１
鎖

０
大
―
木
樹
棄
所
聴
露
二
百
工
曖
０
人
廿
本
私
立
澪
生

，
”

曖
い
閃
貌
Ｚ
饉
昴
二
饒
０
患
ｔ
懲
怒
Ｖ
ヽ
新
無
節
二
十
三
蚊

０
大
同
新
電
瘍
〓
腱
０
■

激
願
嗅
第
一
●
頷
Ｏ
Ｅ
致

，
５

，
“
晴
籍
二
十
四
口
０
内
外
兵
“
断
腸
纂
ｔ
百
十
一僣

幅
告
露
〓
十
八
載
，
農
民
Ｚ
友
餌
〓
麟

０
法
う
で
戚
精
お
苺
六
十
六
敗
Ｏ
護
理
積
“
纂

セ
杖
Ｏ
■
木
法
除
“
案
餌
二
十
九
魏
０
瞼
京
審
峰
露
ｔ
性
Ｏ
Ｆ
■
′
椰
廊
〓
”
０́
●
墨

爺
輪
流
餃
第
一
蒻
節
〓
争
麟
篤
九
賦
口
野
一
珈
３
一
●
晨
工
十
八
贄

０
女
明
の
■
郎
五

∞
機
器
懇
臓
鱗̈
肛麟
崎

¨
轍

勒

翻

耀

一憮

極

螂
議

Ю
”
林
鋪
叫^
下
綽ま
蟻
一翡
％̈
議
一〇垢
傷
鋼

，，０拓
％
一一●
〓

■

あ
，
て
山
田
は
勿
碑
伊
勁
中
ふ

遊
者
に
て
丼
常

に
際
た
る
が

，
推

柘
に
て
投
鮨
の
折
に
は
却
九
二
人
質
傷
オ
六
人
も
ら

，
し
Ｅ
●
４

〇
八
十
五
■
日
の
奸
人
　
　
式
る
人
米
国

″
ル
チ
モ
ー
フ
の

ｏ
ｌ

レ
ル
の
■
を
延

，
卦
う
し
に
大
の
男
入
人
訃

，
に
て
忙
は
ι
げ
に

い
こ
大
ひ
る
穴
を
椰

，
″
に
ス
い
Ｅ
大
な
る
●
の
性

，
Ｆ
ろ
を
λ

た
ろ
に
ヶ
´
●
＾
何
者
を
お
に
し
も
の
に
や
‘

，
ね
し
に
■
れ
こ
そ

一
”
■
■
に
名
れ
か

，
し
肥
満
姉
人

じ
，
ク
、

ウ
イ

ン
一
―
の
場

に
し
て
モ
嗅
心
絨
崚
融
鳩
に
て
た
せ
し
ひ
ｏ
Ｃ
い
ふ

，
に
困

，
た

る
は
色
々
苺
ね
廻
は

，
て
ヽ

之
を
納
う
κ
Ｏ
Ｌ
を
ユ
鮨
多
ぎ
る
よ

，
速

に
け
を
紡
せ
せ
し
め
し
に
如
”
に
も
大
な
る
者
の
出
来

■
，

試
に
通
常
人
何
名
入

，
得
ぺ
さ
や
‘
■

，
し
に
八
人
に
ホ
供

一
人

入
，
て
も
●
゛
あ
る
■
に
て
２
を
■
に
一搭
肛
し
て
同
人
の
家
に
４

び
し
に
輸

，
に
大
き
て
し
て
円
内
を
述
過
せ
ぎ
る
よ
う
量
の
な
を

釦
ぎ
て
来
の
前
に
述
び
三
カ
機
根
に
て
昴
体
を
引

，
一ビ
■
に
移
し

た
る
に
ヽ
人
の
頭
Ｌ
螂
‘
肩
の
よ
さ
‘
め
る
‘
は

れ
な
る
●
猥
に

て
屁
体
を
揚
く
る
に
は
大
の
り
＋

一
人
に
て
も
国

，
梨
て
し
‘
云

ふ
さ
て
同
人
は
ヶ
ッ
タ
ッ
キ
川

ヽ
ン

，
―
椰
に
生
れ
十
五
凛

に
し

て

フ
コ
ン
ツ
シ
Ｃ
い
＾
る
者
に
対
し
五
勇
五
女
を
率
げ
二
十
童
の

”
よ

，
肥
清
し
始
め
途
に
八
十
五
共
日
も
う
ろ
肥
満
短
人
‘
な

，

四
中
到
ろ
腱

の
ソ
物
に
出
で
■
＋
戌

に
し
て
″
し
た

，
‘
い
ふ

〇
二

，
學
合
漱
如
α
　
　
同
０
は
パ
る
十
三
日
午
後

一
■
よ

，
上

野
邊
ネ
●
に
於
て
ｍ
Ｏ
す
る
〓
に
て
営
日
は
三
高
■
洲
夢
ヽ
臨
舟

し
近
照
よ
う
も
Ｌ
”
〓
る
人
々
顔
が
多
ず
で

，
ふ

０
４
修
學
枝
蓮
動
會

　

昴
田
今
川
１、
路
“
修
學
●
の
場
師
″
友

法
律
料
生
理
叶
将
生
ｎ
“
■
生
核
外
島
等
ぼ
“
〓
千
有
”
名
な
メ

ろ
七
日
午
前
七
”
本
校
に
葉
０
し
●
Ａ
十

，
の
廿
Ｆ
一に
て
■
鳥
山

に
至

，
第
八
口
大
燿
軋
會
を
い
さ
”
力
．
花
‘
籠
ブ
、
み
昴
に

，
．

綱
引
、
ま

．卒
●
の
泣
‘
を
お
し
て
暉
牛
碁
に
い
夫
々
■
■
を
颯
ふ

ろ
帯
ひ

，
‘
云
ふ

Ｏ
オ
通
學
俗
聴
談
會
　
　
同
會
第
五
”
第
二
回
は
来
る
七
日
午
Й

大
”
イ
よ

，

一
ツ
格
外
大

，
講
星
室
に
繁
て
詢
欅

（■
０
の
有
機

〓
外
科
“
の
輛
係
〉
佐
鷹
″
セ

え^
新
体
＃
瓦
斯
釈
）
鬱
非
教
授
に

て
何
の
ｎ

，
光
も
不
易
に
前
述
ず
ろ
Ｅ
云
ふ

０
趾
方
“
火
　
　
ニ
ゴ
●
午
前
三
”
颯
加
資
河
北
郡
”
幡
輝
吉
田

”
せ
力
よ

，
山
人
十
九
β
電
性

一
本
”
矢
聾
察
署
も
氣
焼
せ

，

Ｏ
性
“
翅
舶
　
　
獨
乙
“
船
フ
ィ
ァ
）
「戴
は
獲
貨
を
砒
み
二
日
午

後
八
■
●
モ
よ
う
性
薇
に
入
お
獨
乙
工
畑

，
ヤ
テ
″

，
一
′
琥
は

三
８
午
前
た
”
■
諄
＾
向
け
腱
減
を
出
呵
せ

，

０
川
漱
昴
客

　

（
ニ
ロ
）
“
Ｆ
よ

，
入
和
換
え
　
丼
田
着
十
０

（ｍ
Ｂ
）
四
日
市

，
ま
ヽ
丸
　
縦
村
”
式
鳥
、
野
村
全
次
郎
Ｏ

（昴

日
）
計
戸
５
画
■
崎
上
海
行
東
京
丸
　
●
本
Ｓ
６
．画
■
こ
郎
．中

野
心
奮
、減
邊
暉
二
大
、
地
見
慮
り
、
確
凛

，
三
、
入
こ
魔
之
助
．格

韓
撃
儘
、
西

，
サ
、
同
ミ
た
、垣
内
工
崎
、松
■
ス
ヽ
、株
ふ
工
、入
江

ｎ
Ю
卿謝
綱
総
燦
瓶
鋳
物

一
式
Ю

田
端酬
盤
離れ申優以上○
釜
七
本
鋪
．田

●
姪Ｔ電
Ｌ贅
Ｔ堀　
Ｏ
釜
七
商
店
●

●
●
●
●
●
●
０
０
０
０
０
０
０

０
０

０
前
大
●
彗
學
枝
大
＝
士
●
′
位
″
緻

●

●
０

０
０
０
０
０
０
０

詢

中

●0●

Ю
岬
Ｏ
ｒ
聖

騨

釜

嘔

彗

，
。
識

六
螢

主

ュ
。

．
．

歎

議

一
．，

奇

書

li

一４諄
螢

封
嗚
醜
一ｒ
嘔
漱
籠
押
矩
．筆

鵠
電^
コ協

腱1暑

胃特

薬

九
州
の
大
口
ぬ
に
″
て
　
　
　
　
　
　

”^
ホ
よ

，

■
祗
新
園
四
千
六
百
二
十
三
粒
蕪
報
構
内
に
於
て
■
本
通
信
８
赳

し

「
大
同
期
“
は
九
川
の
Ц
綸^
に
し
ら
チ
山
止
き
に
て
大
ｍ
ｍ
織

に
向
て
娑
員
を
出
す
入

し
こ
奥
し
た
る
は
全
ζ
ｎ
田
つ

一
工
に
し

て
■
剛
の
地
を
離
ろ
れ
ば
夫
同
四
鮨
者
ひ
し
」
こ
の

一
２
は
何
人

の
通
行
わ
は
知
ら
ぎ
れ

，
ヽ
大
に

，
資
を
設
ま
れ
る
■
し
さ
巫
〓

夢
，
〓
二
月
十
二
日
の
ヽ
場
に
於
て
大
同
贖
締
つ
ｎ
者
あ
さ
を
リ

て
非
大
同
ゆ
九
州
奥
議
た
る
と
を
証
ず
れ
■
も
〓

れ
半
贅
を
知
ら

ぎ
る
者

の
■
３

，
彼
苺
場

に
於
て
は
■
に
九
州
の
“
な
を
訳
る
●

止
ユ
０
喪
郊
動
は
後
會
を
”
Ｌ
ス
し
‘
つ
約
束
に
成

，
し
の
み
■

，
護
の
ユ

，
に
鮨
て

，
北
大
坂
彙
炒

の
聯
●
者
の
委
員
を
副
発
せ

ん
‘
し
て
頭
ュ

妻
力
せ
し
‘
な
饉
″
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